
　

今
年
の
４
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
し
た

用
地
測
量
・
物
件
調
査
の
完
了
に
伴
い
、

11
月
２
日
に
府
招
上
地
区
、
11
月
８
日
に

白
野
地
区
、
11
月
９
日
に
永
山
地
区
に
お

い
て
、
用
地
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
用
地
買
収
の
対
象

と
な
る
土
地
の
広
さ
や
建
物
・
立
木
等
の

物
件
調
査
の
結
果
、
契
約
ま
で
の
流
れ
、

一
般
的
な
補
償
項
目
、
公
共
事
業
に
関
す

る
税
法
上
の
特
例
及
び
今
後
の
予
定
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
順
次
関
係
者
の
皆
様
方
の
宅
を

お
伺
い
し
、
個
別
に
補
償
の
協
議
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
11
月
４
日
に
木
須
東
地
区
に
お
い

て
も
調
査
結
果
報
告
の
説
明
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

伊
万
里
道
路
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、

努
力
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

唐
津
伊
万
里
道
路　

Ｌ
＝
18.1
㎞　
　

用
地
説
明
会
の
様
子
（
永
山
公
民
館
に
て
）

         

松浦市

用地説明会から契約・移転までの流れ用地説明会から契約・移転までの流れ

用 地 説 明 会
1

土 地 調 書 ・ 物 件 調 書 の
確 認

2

補 償 の 説 明
（ 個 別 協 議 ）

3

契 約 の 締 結
4

補 償 金 の 支 払
（ 前 金 払 い ）

5

建 物 な ど の 移 転
土 地 の 引 渡

6

補 償 金 の 支 払
（ 残 金 払 い ・ 一 括 払 い ）

7

・土地の測量、調査結果の報告
・補償金の算定内容
・今後の予定
・土地価格などについて説明します。

　お譲りしていただく土地や、
移転していただく物件の数量に
ついて説明し、確認していただ
きます。

　確認いただいた数量に基づく、
補償金の内容について説明いたし
ます。

　必要書類を提出いただいたのち、
希望される方にお支払いします。
（国の場合、契約額の７割以内）

　建物の移転、立竹林の伐採を所
有者において実施していただき、
土地の引渡を受けます。

　土地の所有権移転、土地の引渡
が完了したのちお支払いします。

　

平
成
22
年
６
月
22
日
に
、
佐
賀
県
立
鳥
栖
工
業
の
生
徒
さ

ん
が
行
合
野
大
橋
の
施
工
現
場
を
訪
れ
、
上
部
工
工
事
の
見

学
を
し
ま
し
た
。

　

現
場
を
見
学
し
た
生
徒
さ
ん
か
ら
は
「
将
来
、
こ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。
」
「
完
成
し
た
時
の
達

成
感
、
自
分
も
こ
う
い
う
仕
事
に
つ
き
た
い
。
」
等
の
感
想

が
聞
か
れ
、
将
来
の
進
路
を
決
め
る
上
で
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

◎
伊
万
里
道
路
〔
脇
田
・
平
山
地
区
〕
の

◎
伊
万
里
道
路
〔
脇
田
・
平
山
地
区
〕
の

地
質
調
査
を
行
い
ま
す

地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

脇
田
・
平
山
地
区
の
皆
様
方
の
敷
地
の
一
部
を   

お
借
り
し
て
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
12
月
～
３
月
で
、
１
箇
所
あ
た
り

の
期
間
は
概
ね
１
週
間
～
２
週
間
程
度
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
対
象
の
土
地
所
有
者
の
皆
様
に

は
、
改
め
て
ご
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
に
際
し
ま
し
て
は
、
地
域
の
皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

な
い
よ
う
配
慮
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

▲橋の上で集合写真

▲橋の上へ ▲真剣に説明を聞く生徒達
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西
九
州
自
動
車
道
の
完
成
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！　
　

MESSAGE

行合野大橋の現場で働く人達の声

　

西
九
州
自
動
車
道
の
将
来
的
活
用
性
は
、
福

岡
都
市
圏
等
か
ら
の
観
光
客
増
加
を
見
込
む
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
九
州
自
動
車
道
は
、

北
部
九
州
地
域
に
お
け
る
都
市
間
交
流
を
活
性

化
す
る
重
要
な
道
路
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
幹

線
道
路
に
よ
り
、
地
方
中
枢
・
中
核
都
市
・
地

域
の
発
展
の
核
と
な
る
地
方
都
市
及
び
周
辺
地
域
等
が
概
ね
１
時
間
程
度
で
連
絡
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
伊
万
里
市
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
近
い
と
い
う
地
理
的
優
位
性
に
よ
り
、
国
際
コ
ン

テ
ナ
定
期
航
路
が
増
便
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
国
際
物
流
拠
点
港
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
て

い
る
「
伊
万
里
港
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
伊
万
里
港
」
の
港
湾
と
し
て
の
機
能
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
に
も
、
主
要
都
市
と
の
高
速
交
通
体
系
の
整
備
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
形
成
が
必
要
で
あ
り
、

自
立
し
た
地
域
の
活
力
と
な
る
べ
く
、
本
道
路
の
早
期
完
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
市
で
あ
る
松
浦
市
、
平
戸
市
等
と
の
交
通
の
利
便
性
は
福
岡
な
ど
大
都
市
と
だ
け
で
な

く
、
本
道
路
を
活
か
し
た
地
域
連
携
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
伊
万
里
港
」
の
価
値
・
利
用

性
が
多
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

伊
万
里
の
宝
と
も
い
え
る
「
伊
万
里
港
」
を
今
後
有
効
に
、
広
く
活
用
し
、
伊
万
里
市
の
産
業
の

発
展
の
た
め
に
、
そ
し
て
地
域
の
活
力
あ
る
未
来
の
た
め
に
早
期
実
現
に
向
け
頑
張
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

唐
津
市
北
波
多
へ
引
っ
越
し
て
き
て
、
も
う
す
ぐ
２
年
に
な
り

ま
す
。

　

以
前
は
長
崎
県
松
浦
市
福
島
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
家
を

建
て
る
計
画
を
進
め
、
土
地
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
北
波
多
ち

ぐ
さ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
、
西

九
州
自
動
車
道
路
も
す
ぐ
近
く
を
通
る
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
い

ろ
ん
な
面
に
お
い
て
便
利
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
決
め
ま
し
た
。

　

私
は
福
島
町
へ
勤
め
て
い
ま
す
が
、
行
合
野
大
橋
が
右
と
左
か
ら
と
じ
わ
じ
わ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
の
を
毎
日
眺
め
て
い
ま
し
た
。
つ
な
が
っ
た
大
橋
の
こ
と
が
職
場
で
も
話
題
と
な
り
「
と
う
と
う

つ
な
が
っ
た
ね
ぇ
。
ど
う
や
っ
て
つ
な
い
で
い
か
す
と
や
ろ
う
ね
ぇ
？
」
と
盛
り
上
が
り
も
し
ま
し

た
。

　

福
岡
へ
よ
く
出
か
け
ま
す
が
、
今
ま
で
は
高
速
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

西
九
州
自
動
車
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
マ
イ
カ
ー
で
行
っ
て
み

よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
ル
ー
ト
が
完
成
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
の
方
々
の
行
動
範
囲
も
ぐ
ん
と
広

が
る
と
思
う
し
、
地
域
活
性
化
に
と
て
も
大
き
く
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

完
成
を
待
ち
わ
び
る
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
工
事
に
携
わ
れ
る
方
々
、

住
民
の
方
々
の
安
全
と
無
事
故
を
願
い
ま
す
。

　

行
合
野
大
橋
上
部
工
工
事
は
、
平
成
21
年
４
月
に
工
事
着
手
し
、
約
１
年

６
ヶ
月
間
を
経
て
、
平
成
22
年
10
月
７
日
に
Ａ
１
側
径
間
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
し
、
緊
張
作
業
を
完
了
し
て
Ａ
１
橋
台
よ
り
Ａ
２
橋
台
ま
で
、
２
６

４
ｍ
の
桁
が
無
事
繋
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
ほ
と
ん
ど
の
作
業
が
、
地
上
よ
り
約
40
ｍ
上
空
で
の
作
業
で
し
た

が
、
主
要
地
方
道
山
本
波
多
津
線
を
跨
ぐ
事
か
ら
、
道
路
に
、
上
部
か
ら
の

飛
来
・
落
下
物
に
対
し
て
、
一
般
車
輌
、
通
行
人
を
保
護
す
る
目
的
で
防
護

工
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
設
置
に
当
た
り
、
地
権
者
・
地
域
住
民

の
方
々
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
も
残
す
と
こ
ろ
、
壁

高
欄
工
（
鋼
製
排
水
溝
）
だ

け
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
県

道
防
護
工
は
年
内
に
撤
去
す

る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
地

域
住
民
・
一
般
車
輌
お
よ
び

通
行
人
の
皆
様
方
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
、

安
全
作
業
第
一
で
撤
去
し
て

行
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
、
行
合
野
大
橋
上

部
工
工
事
に
お
い
て
地
権

者
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
お

よ
び
発
注
者
監
督
各
位
の
ご

指
導
の
も
と
、
無
事
故
・
無

災
害
で
行
合
野
大
橋
上
部
工

が
連
結
で
き
た
事
を
、
こ
こ

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
工
事
完
了
ま
で
引
き

続
き
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

㈱
銭
高
組　

九
州
支
店

唐津市北波多田中

石竹　安希さんご家族
伊万里青年会議所

　理事長  前 田 　 悟

行
合
野
大
橋
上
部
工
工
事
に
つ
い
て　

A2橋台

P3橋脚 P2橋脚 P1橋脚

A1橋台

片
持
ち
式
張
出
し
架
設
工
法

　

こ
の
工
事
は
地
上
約
40
ｍ
上
空
に
、
最

大
ス
パ
ン
（
径
間
）

81.5
ｍ
の
長
大
橋
を

造
っ
て
い
き
ま
す
。
施
工
方
式
は
お
も

ち
ゃ
の
や
じ
ろ
べ
え
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
「
や
じ
ろ
べ
え
工
法
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
の
橋
脚
の
左
右
で
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
、
移
動
作
業
車
を
利
用

し
て
を
１
回
に
3.0
～
4.0
ｍ
の
長
さ
で  

、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
、
10
回
に
分
け

て
少
し
ず
つ
桁

を
伸
ば
し
、
橋

を
完
成
さ
せ
て

い
き
ま
し

た
。 

 
 
 
 

▲片持ち式張出し架設工法　

図にすると…

移動作業車移動作業車

地
域
の
活
力
あ
る
未
来
の
た
め
に　
　

上
旬
～
３
／
24 

１
日

５
日

５
日

～
５
日

６
日

10
日
～
26
日

12
日

19
日

19
日

～
26
日

28
日
～
１
／
10

佐
里
温
泉「
星
降
る
ガ
ー
デ
ン
」

山
ン
寺
例
祭
り

唐
津
市
相
知
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
市
民
文
化
祭
）

図
書
館
百
周
年
記
念
事
業

「
海
を
想
う
ー
海
に
魅
せ
ら
れ
た
画
家
た
ち
」

取
り
追
う
祭
り

唐
津
焼
企
画
展「
酔
い
器
展
」

河
村
美
術
館
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

サ
ラ
イ
み
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト

第
96
回 

な
ご
や
歴
史
講
座

　
　
　
　

  

「
鯨
油
の
は
な
し
」

呼
子
イ
カ
す
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

呼
子
イ
カ
す
門
松

唐
津
市
相
知
町

伊
万
里
市

唐
津
市
相
知
町

唐
津
市

唐
津
市

伊
万
里
市

唐
津
市

唐
津
市

唐
津
市
相
知
町

唐
津
市
鎮
西
町

唐
津
市
呼
子
町

唐
津
市
呼
子
町

7
日

９
日

９
日

10
日

唐
津
市
天
満
宮
の

　
　
　
　

「
お
ん
じ
ゃ
お
ん
じ
ゃ
」

招
福
伊
万
里
え
び
す
祭
り

新
春
古
伊
万
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

第
11
回
佐
賀
県
百
人
一
首
大
会

唐
津
市

伊
万
里
市

伊
万
里
市

唐
津
市

○
唐
津
市
で
は
、10
月
に
西
九
州
自
動
車
道

の
佐
賀
県
区
間
で
、地
上
か
ら
約
40
ｍ
と
最

も
高
い
所
を
通
過
す
る
行
合
野
大
橋
が
繋

が
り
、
大
規
模
な
構
造
物
工
事
が
ち
ゃ
く

ち
ゃ
く
と
進
ん
で
い
ま
す
。伊
万
里
市
で
は

11
月
に
伊
万
里
道
路
の
用
地
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、い
よ
い
よ
用
地
買
収
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。

　

佐
賀
国
道
事
務
所
で
は
、西
九
州
自
動
車

道
の
早
期
開
通
に
向
け
、引
き
続
き
事
業
を

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、地
元
関
係
者
の
皆

様
方
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

○
12
月
に
入
り
、寒
さ
が
い
よ
い
よ
厳
し
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。外
出
先

な
ど
か
ら
戻
ら

れ
た
際
は
、
手

洗
い
、
う
が
い

を
行
い
ま
し
ょ

う
。
体
調
管
理

に
は
十
分
お
気

を
つ
け
く
だ
さ

い
。

１月 12月

平平成 2２年１２月 第２１２１号


